
授業科目名 担当講師名 対象学年 
発達と老化の理解Ⅱ 喜入 厚 ３年次 
授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） ３年生教室 前期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、医師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 人間の成長と発達、加齢、老化、高齢者の心理 

到達目標及び及び 
事前学習 

高齢者の身体機能及び心理を医学的な視点から学習する。また、

介護福祉士として保健医療職との連携について学ぶ。  

授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ 老化にともなう身体的な変化と生活への影響 

２ 老化にともなう心理的な変化と生活への影響 

３ （演習）記憶と知能・適応機制 

４ 老化にともなう社会的な変化と生活への影響 

５ 健康長寿に向けての健康 

６ 高齢者の症状・疾患の特徴 

７ 高齢者の症状・疾患の特徴② 

８ 高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点①骨格・脳・皮膚 

９ 高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点②循環器・呼吸器・消化器系 

１０ 
高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点③腎・泌尿器・内分泌・歯・口

腔 

１１ 
高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点④悪性新生物・感染症・精神疾

患 
１２ 高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点⑤その他 

１３ （演習）高齢者に多い疾患 

１４ 保健医療職との連携① 

１５ 保健医療職との連携② 

１６ まとめ（終講試験） 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


